
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

今後必要に応じて審議会を開催する。

目標に対
する成果
の状況

審議会を3回開催し（4/27,8/25,10/20）、10月に答申を得た。

 概算事業費（B（A）+C） 0 41,499 41,522 0

41,290 41,380

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

概　算
人件費

5.00 5.00

0

209 142

0

成果目標の達成状況

項目

長野県産業教育審議会

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

合計（A) 681 381

681 381

0 0

達成状況

―

当初予算

381 142 ―

―381 142

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

産業の枠組みが大きく変化する時代における産業教育のあり方について検討を行う。

第１回長野県産業教育審議会：社会情勢や産業構造の大きく変わる時代における望ましい産業教育のあり方についての諮問及び現況説
明
第２回長野県産業教育審議会：これからの時代における高等学校産業教育全般のあり方について

4　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 Ｈ26 ～

合計

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

産業教育振興法（昭和26年法律第228号）、長野県産業教育審議会条例（昭和60年条例第38号）、
長野県産業教育審議会規則（昭和27年教育委員会規則第６号）

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

産業教育審議会費 直接

長野県産業教育審議会　開催3回
・審議会委員報酬、費用弁償及び特別旅費
長野県産業教育審議会専門調査員会議　開催２回
・専門調査員特別旅費

新たな職業教育の充実振興策の検討・審議
社会情勢や産業構造の大きく変わる時代における望ましい産業教育のあり方についての答申

Ｈ27

2回 3回 達成4回

27年度 28年度

0

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果

事業番号 15 03 11 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 産業教育審議会費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・室 高校教育課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail koko@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

補正予算

Aの
財源

0 0 0

681 381


